
業績一覧

生命情報医科学講座 分子生命化学
1.領域構成教職員・在職期間
教授 藤井　豊 昭和63年10月－（平成

21年1月より現職）
助教 田中　幸枝 平成21年4月－

2.研究概要
研究概要

キーワード

業績年の進捗状況

特色等

本学の理念との関係

3.研究実績

2014～2019年分 2020年分 2014～2019年分 2020年分
和文原著論文 4 0 ― ―

ﾌｧｰｽﾄｵｰｻｰ 2 1 5.982(5.982) 2.373(2.373)
ｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｵｰｻｰ 0 0 0(0) 0(0)
その他 5 0 15.837(15.837) 0(0)
合計 7 1 21.819(21.819) 2.373(2.373)

（A） 著書・論文等
　(1) 英文：著書等
　　a． 著書

　　b． 著書（分担執筆）

　　c． 編纂・編集・監修

　(2) 英文：論文等
　　a． 原著論文（審査有）

2009001

　　b． 原著論文（審査無）

　　c． 原著論文（総説）

　　d． その他研究等実績（報告書を含む）

　　e． 国際会議論文 

　(3) 和文：著書等
　　a． 著書

　　b． 著書（分担執筆）

　　c． 編纂・編集・監修

　(4) 和文：論文等
　　a． 原著論文（審査有）

　　b． 原著論文（審査無）

　　c． 総説

　　d． その他研究等実績（報告書を含む）

　　e． 国際会議論文

（B） 学会発表等
　(1) 国際学会

分子模型教材の開発と実践普及活動・・・・初等中等教育から大学教育まで幅広く活用が期待されるポインター方式分子模型教材の改良改善を図り，新しい教材開発
と実用化を目指している．
　環境省絶滅危惧ⅠＡ（ＣＲ）アベサンショウウオの生息調査と環境保全・・・・アベサンショウウオは両生類のなかで最も絶滅が危惧されている．兵庫から石川の
日本海沿岸の極限られた地点での生息が確認されているにすぎない．絶滅を防ぐため，新規生息地調査とともに，既存の生息地の環境保全，特にカエルツボカビ症，
メタセルカリア感染症等の被害状況調査に取組んでいる．
　溶血性レンサ球菌毒素ＮＡＤase阻害剤（ＳＮＩ）の分子機構・・・・溶血性レンサ球菌感染症は日常的に見られるものである．レンサ球菌は補酵素ＮＡＤを分解
するＮＡＤaseを分泌し，ＳＬＯを介して宿主細胞へ送り込む．細胞内に送り込まれたＮＡＤaseにより，補酵素ＮＡＤの枯渇を招いて細胞障害をもたらす．レンサ球
菌はＳＮＩを同時発現してＮＡＤaseの菌体内での活性を完全に封じ込めている．このＳＮＩのＮＡＤase阻害機構を分子レベルで解明に感染治療薬の開発を目指して
いる．
　パエニバチルスフクイネンシスキトサナーゼ・キチナーゼの性質・・・・福井の伝承農法を裏付ける土壌細菌パエニバチルス・フクイネンシスは，カニ殻などのキ
チンキトサンを栄養源として生育する．そのため，キトサナーゼ・キチナーゼを分泌する．植物病原菌のカビ類の細胞壁成分もキチン質であり，フクイネンシスのバ
イオ農薬としての活用が期待される．
　種特異的クリスタリンの分子進化・・・・動物の眼のレンズ・水晶体を構成する構造タンパク質をクリスタリンという．脊椎動物には，α，βおよびγ‐クリスタ
リンが共通のクリスタリンとして発現している．そして，種に特異的なクリスタリン：種特異的クリスタリンの発現が見られる．例えば，アヒルやニワトリにはε‐
クリスタリンが，カメにはτ‐クリスタリンが，アカガエル科のカエルにはρ‐クリスタリンが，アマガエルにはζ‐クリスタリンが，そして無脊椎動物のイカには
S-クリスタリンが，という具合に種に特異的なクリスタリンが発現し，生物種の特徴のひとつとなっている．これらの種特異的クリスタリンは，遺伝子重複や遺伝子
シェアリングにより，既存の酵素タンパク質を流用している．例えば，ρ‐クリスタリンは糖尿病性合併症を誘発するアルドース還元酵素を，ζ‐クリスタリンはキ
ノン還元酵素を流用している．
　生物多様性と外来種・・・・アベサンショウウオをはじめ福井には希少な野生動植物の宝庫となっている．しかし，ブラックバスやブルーギルなどの外来種問題は
他県同様に生物多様性を脅かす深刻な問題である．ウシガエルやアメリカザリガニなどは特に多く福井固有の生態系の破壊が懸念される．
　MMPとマトリック微小環境・・・・細胞間の狭い隙間をマトリックスという．いろいろな細胞が秩序正しく機能するには，適切がマトリックスの微小環境が必要で
ある．マトリックスの環境を制御する因子にマトリックス・メタロ・プロテアーゼ（MMP）がある．MMPの生理的および病理的な役割を研究している．
　高田型トノサマガエルの生物地理学研究・・・・日本海側北陸上信越地方には珍しい高田型トノサマガエルがいる．背中の明るいストライプ：背中線がなく，腹面
は真白ではなく，黒色系の斑点雲状模様がある．この特徴は，三方五湖に生息しているダルマガエル（国内ではナゴヤダルマガエルに含める．但し，我々は典型的な
ナゴヤダルマガエルと斑紋が異なることから別種としている）の特徴と似ている．

区分 編数 インパクトファクター（うち原著のみ）

Naoko Morita, Yukie Tanaka, Erdenezaya Odkhuuc, Yoshikazu Naiki, Takayuki Komatsu, Naoki Koide: Sendai virus V protein
decreases nitric oxide production by inhibiting RIG-I signaling in infected RAW264.7 macrophages, Microbes and Infection,
22(8), 322-330, 202009, DOI: 10.1016/j.micinf.2020.01.005, #2.373

英文論文
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　　a．招待・特別講演等

　　b．シンポジスト・パネリスト等

　　c．一般講演（口演）

　　d．一般講演（ポスター）

　　e．一般講演

　　f．その他

　(2) 国内学会（全国レベル）
　　a．招待・特別講演等

　　b．シンポジスト・パネリスト等

　　c． 一般講演（口演）

　　d． 一般講演（ポスター）

　　e． 一般講演

　　f． その他

（3） 国内学会（地方レベル）
　　a．招待・特別講演等

　　b．シンポジスト・パネリスト等

　　c． 一般講演（口演）

　　d． 一般講演（ポスター）

　　e． 一般講演

　　f． その他

（4）その他の研究会・集会
　　a．招待・特別講演等

　　b．シンポジスト・パネリスト等

　　c． 一般講演（口演）

　　d． 一般講演（ポスター）

　　e． 一般講演

　　f． その他

（C） 特許等
区分 内容（発明の名称） 発明者又は考案者

（D）その他業績

4.グラント取得
（A） 科研費・研究助成金等

区分 プロジェクト名 研究課題名 代表者名 分担者名 研究期間 金額（配分額）

区分 研究種目 課題名 代表者名 分担者名 研究期間 金額（配分額）
文部科学省科学研究費
補助金

若手研究 抗インターフェロン能
欠失ウイルスを用いた
メタニューモウイルス
の予防・治療法の研究

田中　幸枝 20200401-20230331 ¥2,210,000

文部科学省科学研究費
補助金

基盤研究(C) 大根等スライスディス
クを用いた新しい浸透
圧実験法の確立と教材
化

藤井　豊 20180401-20220331 ¥1,170,000

区分 機関名 課題名 研究者名 研究期間 契約金額

区分 機関名 課題名 研究者名 研究期間 契約金額

（B） 奨学寄附金
受入件数 0
受入金額 ¥0

5.その他の研究関連活動
（A） 学会開催等

区分 主催・共催の別 学会名 開催日 開催地

（B） 学会の実績
学会の名称 役職 氏名

（C） 座長
国内学会

（全国レベル）
学会名 氏名

（D） 学術雑誌等の編集
学術雑誌等の名称 査読・編集 委員長（主査）・委員

の別
氏名 査読編数

（E） その他
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